




























(1) Lix V3(P207 )3 (P04)2 (3::;.Tく 12)
Lig V3(P207 )3(P04)2の充電過程は，基本的に V3PS029当り 3モル以上の Li脱離に基
づく.これは， Lig V~+ (P207 )3(P04)2件 Li6Vi+(P207 )3(P04)2件 Li3Vγ(P207)3(P04)2 





(2) Lig-xAgx V3(P207 )3(P04)2 (0く x:; 1) 
Lig V3(P207 )3 (P04)2の充放電特性改良のため， Lig-xAg土V3(P207)3(P04)2系などを創
裂し，その電気的・磁気的性質と充放電過程の詳絡を検討した.(継続)









(4)タボライト型LixVUPU4 (0.9く Z三1)， Lix VFPU4 (0 ~ x ~ 2) 
三斜品LixVOP04は高温で一次元磁性を示し， 10 Kで一種のスピンバイエルス状態に転
移する.また一次元常磁性状態とスピンバイエルス状態の間にスピン 2量体のゆらぎが存
在する.一方， Lix VFP04のx=l組成は， 11 Kで低次元スピン系特有の帯磁率極大を持
ち， 9.8 Kで反強磁性転移を示す.また若干の格子定数の相違により，帯磁率極大温度が変
化する.本年度は， Lix VFP04の充放電組成の単相化と物性解析を進めた.(論文 1，学会発
表7-9;継続)
(5)ナシコン型NaxV2(PU4)3および関連系










礎となる実験を進めている.また (Cul-zMz)xV4011 (x = 2.2)の元素置換系 (M= Co， 
Ni， Zn， Ag)単結品および多結晶に関する物性解析を進めた.(論文3;学会2，8;継続)
(2)金属一絶縁体転移系
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三角格子型AT02系 (A:アルカリ金属， T:遷移金属)は，基本構造を保持したまま Aイオ
ンの税離・挿入が可能であり， Tイオンは 3価と 4価の状態をとる.そのため A濃度に応じ
て価数分布が変化し，物性が変化する.LixCo02系は二次電池正極活物質として実用化され
ており，0.5三x:; 1における正極性能向上あるいは基礎物性の研究が行われてきた.一方で，
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